
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

予

算

額

前年度繰越

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

5,720 5,069 5,381

1,099件

26年度26年度26年度26年度 27年度

当初予算 6,356

補正予算

4,232 3,809 3,375 3,584

2,124 1,911 1,694 1,797

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

平成27年度においても、引き続き事業を実施する。（平成８年度に行った最終貸付の償還期間が経過する平成33年度まで実施予定）

目標に対

する成果

の状況

市町に滞納整理費用（督促及び法的措置の申し立て等にかかる費用）の一部を助成することで、計画的な償還の推進と未償還額の改修

に寄与した。

 概算事業費（B（A）+C） 6,143 6,513 5,884 6,207

826 826

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

Aの

財源

5,720 5,069

概　算

人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

5,317 5,687 5,058

826

合計（A) 6,356 5,381

歴史的社会的理由により生活環境の安定向上が阻害されている地域の住環境の改善を図る目的で過去に市町村が実施した、「住宅新

築資金等貸付事業」の貸付金の償還を推進するため、国庫補助と併せて県からも償還の推進に係る事務費の一部を市町村に対して助成

することで、計画的な償還の推進と未償還額の回収を図る。

・15市町の滞納件数の合計1,087件（平成25年度末時点）

・計画的かつ円滑な償還を推進し、また、未償還額については早期の回収を図る必要がある。

・15市町へ補助を実施（H25現在）

・本事業の負担割合は、国１/2、県1/4、市町村1/4

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

5,381

償還推進助成事業

補助金・

交付金

・当該年度の計画的な償還金の回収に要する費用への

補助

・前年度までの滞納に係る償還金の回収に要する

  費用への 補助

5,069 5,058 5,381

　　　 ４　　社会的援護の促進 実施期間 S60 ～

達成

成果目標の達成状況

項目

滞納件数

・計画的な償還の推進、未償還額の回収の促進などにより、滞納件数の低減を図る。

・15市町の滞納件数の合計1,087件（各市町の目標件数の合計）

Ｈ26

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

国補助要綱により、県の補助が市町村に対する国庫補助の条件となっている。

総合５か年

計画

プロジェクト  - E-mail kenchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

事業番号 １０ ０８ ０４ 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 住宅新築資金等貸付助成事業費住宅新築資金等貸付助成事業費住宅新築資金等貸付助成事業費住宅新築資金等貸付助成事業費
担

当

課

部局 建設部

課・室 建築住宅課

H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

前年度を

下回る

合計 5,069 5,058

1,087件 1,036件


